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工　程

下塗り材

主　　材

上塗り材

添 加 剤

適 用 下 地

商　品　名 系　統 容　量 色　相 つ　や ポットライフ
（23°）塗り面積/缶当たり/1工程

16kg

15kg

14kg

16kg

3kg・15kg

20kg

20kg

15kg
3kg

0.15kg・0.75kg

0.8kg

400ml

15kgセット
（　  12.5kg/　  2.5kg）

ホワイト

透明

乳白色・白

淡褐色

白・チョコ淡

白

白

各色

-

-

各色

グレー・クリーム
赤さび・ホワイト

-

-

-

-

-

-

-

-

つや有り
7分つや有り
5分つや有り
3分つや有り

-

-

-

-

6時間

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

12～20m2

75～93m2

93～150m2

73～93m2

106～123m2

75～125m2

10～14m2

11～25m2

93～125m2

-

-

-

アンダーフィラー弾性エクセル

フ ァ イ ン 浸 透 シ ー ラ ー

ニッペ水性カチオンシーラー（透明・ホワイト）

1 液 フ ァ イ ン シ ー ラ ー

1液ハイポンファインデクロ

1液ファインウレタンU100木部用下塗

タイルラックEMA-Sベース100K

D A N タ イ ル 中 塗

1液ファインウレタンU100弾性添加剤

1液ファインウレタンU100フラットベース

カ ラ ー マ ッ ク ス F A

1液ファインウレタンU10 0

可 と う 形 改 修 塗 材 E

ターペン可溶2液形エポキシ樹脂シーラー

水性カチオンエポキシ複合形下塗り材

ターペン可溶1液反応硬化形
特殊アクリル樹脂下塗り材
タ ー ペ ン 可 溶 1 液 速 乾 変 性
エ ポ キ シ 系 さ び 止 め 塗 料

壁 面 化 粧 仕 上 げ 材
（ 複 層 塗 材 E ）
弾 性 壁 面 化 粧 仕 上 げ 材
（ 防 水 形 複 層 塗 材 E ）

ターペン可溶1液反応硬化形
ウ レ タ ン 樹 脂 塗 料

ターペン可溶速乾木部用下塗塗料

1液ファインウレタンU10 0
専 用 弾 性 添 加 剤
ターペン可溶1液反応硬化形
ウレタン樹脂塗料用つや消し剤

油性系塗料専用・現場用調色剤

商 品 体 系商 品 体 系

●コンクリート面（現場打ち）●モルタル仕上げ面●塗り替え改修用（アクリルリシン、吹付けタイル、その他旧塗膜）●ALCパネル●鉄部

※上記に記載されている1缶当たりの塗り面積は、1工程当たりの塗り面積です。また、あくまでも目安であり、素地の形状により増減しますので、あらかじめご了承願います。
※2液形塗料は、塗料液に硬化剤を加えてかくはんし、ポットライフ時間内に使用してください。
※下塗り材に「ニッペ水性カチオンシーラー」をご使用される場合、必ず主材をご使用ください。
※押出成形セメント板やＧＲＣ板に１液ファインシーラーをご使用になられる場合、弾性仕様での塗装はできません。

塗 硬

下地改修工事

下 地 調 整

上 塗 り◯

上 塗 り◯

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃） 希釈率％希釈剤
下地改修工事が必要な場合は、下地調査結果に基づいて、塗装工事前に実施する。

活膜を残し、膨れたり、割れたり、浮いている劣化塗膜は、周辺を含めて入念に除去する。ごみ、砂じん、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、
サンドペーパー、ウエスなどで除去し、乾燥した清浄な面とする。

1 液ファインウレタン U１００

1 液ファインウレタン U１００

アンダーフィラー弾性エクセル

1 液ファインウレタン U１００

1 液ファインウレタン U１００

1 液 ハ イ ポ ン フ ァ イ ン デ ク ロ

1 液ファインウレタン U１００

1 液ファインウレタン U１００

下地改修工事が必要な場合は、下地調査結果に基づいて、塗装工事前に実施する。

活膜を残し、膨れたり、割れたり、浮いている劣化塗膜は、周辺を含めて入念に除去する。ごみ、砂じん、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、
サンドペーパー、ウエスなどで除去し、乾燥した清浄な面とする。

１

1

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

３時間以上

-

３～８

８～１３
３～８

塗料用
シンナーA
塗料用
シンナーA

ウールローラー
エアレススプレー
ウールローラー
エアレススプレー

８～１３
３～８

塗料用
シンナーA

ウールローラー
エアレススプレー

塗装方法

※一般鉄部には上記のさび止め塗料以外に、ハイポン２０デクロ、ハイポンファインプライマー㈼、速乾シアナミドヘルゴン下塗、速乾PZヘルゴンエコ、パーフェクトプライマーなども使用できます。
※さびが発生しやすいエッジ部もしくはさびが発生している箇所を塗装する場合、入念なケレン後、下塗り塗料（さび止め塗料）で部分補修塗りをしてから下塗りしてください。

※サイディングボードなどの塗り替えで、下地・旧塗膜の劣化が著しい場合には、付着不良などの不具合を生じる場合がありますので、下塗りに「ニッペファイン浸透シーラー」を塗装してください。

※ニッペ1液ファインウレタンU100弾性仕様は、ニッペ1液ファインウレタンU100弾性添加剤を必ず添加、混合して塗装してください。（塗料：添加剤＝20：1）

※主材の使用量は塗り回数１～２回で使用するトータル量です。

下地改修工事

下 地 調 整

下 塗 り

上 塗 り◯

上 塗 り◯

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃）

１

１

1

０.８０～１.３０

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

４時間以上

３時間以上

-

８～１３
３～８

塗料用
シンナーA

はけ・ウールローラー
エアレススプレー

１

１

1

１～５
２～５

３～８

水道水

塗料用
シンナーA

塗料用
シンナーA
塗料用
シンナーA

砂骨ローラー
吹付け

ウールローラー
エアレススプレー

塗装方法

下 地 調 整

下 塗 り※

上 塗 り◯

上 塗 り◯

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃）
膨れたり、割れたり、浮いている劣化塗膜は、周辺を含め入念に除去する。さびは電動工具や、サンドペーパー・研磨布などを用いて除去し、清掃する。

０.１３～０.１５

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

４時間以上７日以内

３時間以上

-

５～１０

３～８

はけ・ウールローラー

はけ・ウールローラー
エアレススプレー

塗装方法

●各種外壁　吹付けタイル・サイディングボードなどのトップコートの塗り替え

●コンクリート・モルタル面　微弾性フィラーを用いた塗り替え

●一般鉄部

塗り替え

素 地 調 整

下 塗 り

主 材

上 塗 り◯

上 塗 り◯

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃）
ごみ、未硬化セメント粉末、砂じん、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパー、ウエスなどで除去し、乾燥した清浄な面とする。

１

１～２

１

１

０.１６～０.２０

１.４０～２.００

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

３時間以上７日以内

１６時間以上

３時間以上

-

-

１～３

３～８

無希釈

水道水

塗料用
シンナーA

ウールローラー
エアレススプレー

吹付け

ウールローラー
エアレススプレー

塗装方法

塗料用
シンナーA

ウールローラー
エアレススプレー

●コンクリート面　吹付けタイル仕上げ

●DANタイルの上塗りとして使用できます。

●コンクリート面　平滑仕上げ

注】1.右ページに記載の「標準塗装仕様」の各数値は、すべて標準的数値です。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることがあります。
　  　塗料の塗り重ねは所定の塗り重ね乾燥時間をまもってください。（縮み、割れ、乾燥不良、付着不良などが起こります。）

旧塗膜は、健全な状態であることを想定しています。
注】2.カタログに記載されている内容は一般的な環境下での施工を想定して記載されております。
　  　特別な環境が想定される施工現場・部位に塗装される場合は、事前に必ず当社営業までご相談いただきますようお願いします。

素 地 調 整

下 塗 り

ヘッド押さえ

ベース吹き

模様吹き

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃）
ごみ、未硬化セメント粉末、砂じん、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパー、ウエスなどで除去し、乾燥した清浄な面とする。

１

１

１

０.１０～０.１６

１.４０～１.８０

０.８０～１.２０

４時間以上

４時間以上

１６時間以上

-

５～８

１～３

無希釈

水道水

水道水

１

１

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

３時間以上

-

３～８

８～１３
３～８

塗料用
シンナーA
塗料用
シンナーA

ウールローラー
はけ

吹付け

吹付け

ウールローラー
エアレススプレー

塗装方法

ウールローラー
エアレススプレー

中
塗
り

上 塗 り
（1回目）
上 塗 り
（2回目）

上
塗
り

フ ァ イ ン 浸 透 シ ー ラ ー

タイルラック EMA-S ベース１００K

1 液ファインウレタン U１００

1 液ファインウレタン U１００

ニッペ水性カチオンシーラー透明

D A N タ イ ル 中 塗

D A N タ イ ル 中 塗

1 液ファインウレタン U１００
＋ 弾 性 添 加 剤 （ ※ ）
1 液ファインウレタン U１００
＋ 弾 性 添 加 剤 （ ※ ）

必要に応じてヘッド押さえを実施する。（押さえ用ローラーに塗料用シンナーAをつけ、模様吹き工程直後から３０分の間に凸部を押さえる。）

素 地 調 整

下 塗 り

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃）
ごみ、未硬化セメント粉末、砂じん、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパー、ウエスなどで除去し、乾燥した清浄な面とする。

１

１

１

０.１５～０.１９

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

３時間以上

３時間以上

-

-

３～８

８～１３
３～８

無希釈 ウールローラー
エアレススプレー

塗装方法

ウールローラー
エアレススプレー
ウールローラー
エアレススプレー

上
塗
り

上 塗 り
（1回目）
上 塗 り
（2回目）

ニ ッ ペ 1 液 フ ァ イ ン シ ー ラ ー

1 液ファインウレタン U１００

1 液ファインウレタン U１００

塗料用
シンナーA
塗料用
シンナーA

標準塗装仕様標準塗装仕様

新設標準塗装仕様標準塗装仕様

素 地 調 整

下 塗 り

上 塗 り◯

上 塗 り◯

工　程 塗　料　名 塗り回数 使用量（kg/m２/回） 塗り重ね乾燥時間（２３℃）
よごれ、付着物などサンドペーパーで除去する。やにはあらかじめラックニスなどで処理しておく。

１

１

１

０.１２～０.２０

０.１２～０.１６

０.１２～０.１６

４時間以上７日以内

３時間以上

-

５～１０

３～８

８～１３塗料用
シンナーA

塗料用
シンナーA

塗料用
シンナーA はけ・ウールローラー

はけ・ウールローラー

はけ・ウールローラー

塗装方法
●木部（破風など）

１液ファインウレタンＵ１００木部用下塗

1 液ファインウレタン U１００

1 液ファインウレタン U１００

希釈率％希釈剤

希釈率％希釈剤

希釈率％希釈剤

希釈率％希釈剤

希釈率％希釈剤

希釈率％希釈剤

８～１３
３～８

カウンター・床面 本棚・戸棚類 遊具・ベンチ類 プラント・設備類
（耐油・耐溶剤性必要な場合）

「ニッペ1液ファインウレタンU100」は一般的な内・外装を対象とした化粧用塗料です。耐磨耗性・耐
油性・耐溶剤性等が求められる下図の部位には使用できません。
（理由：塗膜が軟化、磨耗により粘着や色うつりする場合があります。）

〈使用上の大切なお知らせ〉

※上記のような塗装部位については弊社にご相談ください。

※

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1



引火性液体および蒸気／皮膚刺激／強い眼刺激／発がんのおそれの疑い／生殖能力または胎児への悪影
響のおそれ／呼吸刺激を起こすおそれ、または、眠気やめまいのおそれ／長期にわたるまたは反復暴露
による臓器の障害のおそれ／水生生物に非常に強い毒性（急性）／長期的影響により水生生物に非常に
強い毒性

危　険 危険有害性情報

安全衛生上の注意事項（ニッペ１液ファインウレタンＵ１００ ホワイト）
・本来の用途以外に使用しないでください。
・使用前に取扱説明書を理解して、取り扱ってください。
・熱／火花／炎／高温のもののような着火源から遠ざけてください。-禁煙です。
・容器を密閉してください。
・容器および受器を接地してください。
・防爆型の電気機器／換気装置／照明機器を使用してください。
・火花を発生しない工具を使用してください。
・粉じん／ガス／蒸気／スプレー等を吸入しないでください。
・屋外または換気の良い場所でのみ使用してください。
・必要な時以外は、環境への放出を避けてください。
・取扱い後は、手洗いおよびうがいを十分に行ってください。
・適切な保護手袋／保護眼鏡／保護面／保護衣を着用してください。
・必要に応じて個人用保護具を使用してください。
・吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させてください。
・飲み込んだ場合：気分が悪い時は、医師に連絡してください。口をすすいでください。
・眼に入った場合：水で数分間注意深く洗ってください。次に、コンタクトレンズを着用していて容易に
外せる場合は外してください。その後も洗浄を続けてください。
・眼の刺激が続く場合は、医師の診断／手当てを受けてください。

・皮膚や髪に付いた場合、直ちに、汚染された衣類をすべて脱ぎ取り除いてください。皮膚を流水かシャ
ワーで洗ってください。
・皮膚に付いた場合、多量の水と石鹸で洗ってください。
・取り扱った後、手を洗ってください。
・皮膚刺激または発疹が生じた場合は、医師の診断／手当てを受けてください。
・直ちに、すべての汚染された衣類を脱いでください／取り除いてください。再使用する場合には洗濯し
てください。
・粉じん、蒸気、ガス等を吸い込んで気分が悪くなった時には、安静にし、必要に応じてできるだけ医師
の診察を受けてください。
・暴露した時、気分が悪いなどの症状がある場合は、医師に連絡してください。
・緊急の洗浄剤が必要な場合、直ちに特別処置を実施する。
・火災時には、炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてください。
・水を消火に使用しない。
・容器からこぼれた時には、布で拭き取って水を張った容器に保管してください。
・施錠して子供の手の届かないところに保管してください。
・直射日光や水濡れは厳禁です。
・積み重ねは３段までとしてください。
・日光から遮断し、換気の良い場所で保管してください。輸送中も５０℃以上の温度に暴露しないでください。
・内容物／容器を廃棄する時には、国／地方自治体の規則に従って産業廃棄物として廃棄してください。
・塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してください。
・容器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼすおそれがあ
りますので、排水処理場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。

※上記の表示は、一例です。色相などにより、容器の表示とは異なる場合があります。
□詳細な内容、表示例以外の商品については、製品安全データシート（MSDS）をご参照ください。
□本商品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は事前にご相談ください。

13.内部塗替えにおいて、旧塗膜がOP,FEなどの油性系の場合、研磨ずりを行っ
てください。下地処理が不十分な場合は、塗膜はく離の可能性があります。

14.FRP、塩ビに直接塗装する場合は、下地調整（目粗し）を実施ください。　
厚肉硬質塩ビなど素材の種類により非常に密着し難い素材の場合があります
ので、あらかじめ試験塗装を実施し密着性を確認ください。

1液ファインウレタンU100木部用下塗　追加記載事項
・釘頭は、ニッペ1液ハイポンファインデクロを塗装してください。釘頭が発
錆している場合は、研磨紙などでさびを除去し、ニッペ1液ハイポンファイ
ンデクロを塗装してください。
・新木の場合の乾燥程度は含水率１５％以下としてください。下塗り塗装後、
仕上り向上の目的で研磨を行う場合は、乾燥後研磨紙（＃２４０～＃３２０）
で研磨、ウエスで拭き取り清浄な状態にしてください。

1液ファインウレタンU100弾性添加剤　追加記載事項
・弾性添加剤を添加いたしますと、乾燥すると弾性塗膜となりますので、養生
テープはナイフカットして取り外してください。

使用量、

1.塗装場所の気温が５℃以下、湿度が８５％以上または換気が十分でなく結
露が考えられる場合、塗膜の乾燥過程で種々の欠陥を生じることがありま
すので塗装を避けてください。

2.外部の塗装で降雨、降雪のおそれのある場合および強風時は塗装を避けて
ください。

3.塗装時、塗料の取扱いは換気を十分に行い、火気厳禁にしてください。溶
剤系塗料のため、室内での塗装時および塗装後も、必ず換気をしてくださ
い。また、外部での塗装においても開口部などの養生を行ない、溶剤蒸気が
室内に入らないように注意してください。居住者へのご配慮をお願いいた
します。

4.飛散防止のため養生を行ってください。
5.シーリング面への塗装は、塗膜の汚染、はく離、収縮割れなどの不具合を
起こすことがありますので、行わないでください。やむを得ず行う場合
は、シーリング材が完全に硬化したのちに行うものとし、塗り重ね適合性
を確認し、必要な処理を行ってください。またニッペプリードオフプライ
マーを下塗りすることで、汚染の低減が図れますが、シーリング材の種
類、使用条件などによりはがれ、収縮割れが起こることがあります。

6.スチールドア枠回りなどシーリング材との接触が起こる部分への塗装は避
けてください。可塑剤の移行などにより塗膜が軟化、剥離し、シーリング
材の機能を損なう可能性があります。

7.上塗りにさえたイエロー、レッド、ブルー、グリーン系色相は隠ぺい性が
弱いため、隠ぺい性のよい共色を下塗塗装してから上塗りをしてくださ
い。

8.建物の構造によっては低汚染性が発揮されにくい場合がございます。特に
次の条件下で塗装される場合はご注意願います。

　（１）笠木などの水切りのない壁面　（２）汚れ成分がたまりやすい突起
物の下の壁面　（３）その他汚れが局所的に溜まりやすい部位の下部

9.過剰希釈をすると本来のつやが発揮しない場合がありますので、標準希釈
量をまもってください。

10.異なる色相で塗り重ねる場合（例：１回目の上塗りを塗装してから、別な色相でラ
インや帯などを塗装する場合など）２回目の上塗りが１回目の上塗りを侵してラ
インや帯などが変色（プリードにより）する場合がありますのでご注意ください。

11.鉄部には直接塗装しないでください。あらかじめ、さび止め塗料を塗って
おく必要があります。

12.エスパーワンIIでの逆タッチアップはしないでください。
13.カウンター、陳列棚、ベンチ、床面など物が常時おかれるような場所には
塗装しないでください。油脂分（人の手油などを含む）やアルコールなど
がつくと、塗膜が軟化して粘着や色うつりの原因になる場合があります。

14.水、アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。
15

16

17

18


